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1.研究の背景と目的 
 科学同好会としての活動の中で、光を透過する「透明化木材」の存在を知り、その性質と応用の可能性に興味を持っ
た。透明化木材は、ガラスと比較して軽量であり、木材本来の優れた断熱性をもつことから、建築材料や農業資材など
への応用が期待されている。透明化木材の生成条件を確立し、その実用性を高めることができれば、将来的にはガラ
スや石油を原料とする既存材料などの代替材料として活用できる可能性がある。本研究は、木材の透明化に必要な実
験工程を明らかにし、実用化の可能性を検討することを目的として行った。 
 
2.研究方法と結果 
 D. Katunsky氏らの研究[5]において、バルサウッドが透明化に適した木材であることが報告されていることから、本
研究ではバルサウッドを試料として用いた。 
 適切な試薬を加えて加熱することでリグニンを除去し、形成された空隙に減圧下で流動パラフィンを浸透させる方
法（図 1)により、木材の透明度を向上させることができた(図 2)。光透過性を評価するため、図 3 に示す実験装置を用
いて木材を透過した光の照度を測定したところ、未処理の木材と比較して 50 倍以上の照度を示した。 
 次に、木材の厚さ、木目の方向、試薬の濃度などを変えて透明化処理を行った。同様の装置を用いて照度を測定し、
透過性を比較することで、木材の透明化に適した条件を探索した。その結果、この方法で十分な透明度を得るために
は木材の厚みが 2.0mm 未満とする必要があること、木目の方向は断面に対して平行でなければ板状の形状を維持でき
ないこと、過酸化水素水の濃度は 3%よりも 15%の方が光の透過性が高くなることなどがわかった（表 1)。 
 また、人体への影響が懸念される流動パラフィンの代替材料として、ジェルネイル等に用いられるメタクリル酸 2-
ヒドロキシエチル（HEMA）を用いて実験を行った。その結果、木材表面に光沢が生じるとともに、ゴム状の弾性を
示すようになり、透明化処理前の木材がもつ質感を維持できないことが明らかとなった。 
 透明化木材の光透過性および断熱性を活かした活用方法として、農業用ビニールの代替材料としての利用可能性に
着目し、既存の農業用ビニール（PVC）などの材料と光透過性および温度変化を比較した。光透過性については、透
明化木材は未処理の木材と比較して光透過率が向上したものの、他の比較材料と比べて低い値を示した。特に、PVC
と比較した場合、透明化木材の光透過率は PVC の 20％以下であった。このことから、現段階ではビニールハウスの
被覆材として利用するには、光透過性が不十分であることが示された。一方、断熱性については、透明化木材は未処理
の木材と比較して低下したものの、他の比較材料と比べて高い断熱性を示した。以上の結果から、透明化木材は光透
過性の向上に伴って木材本来の断熱性が低下するものの、他の材料と比較して高い断熱性を維持することが示された
（表 2)。 
 
 
 
 
 
 
 

  図 1.透明化処理の様子           図 2. 透明度比較          図 3.使用した実験装置 
 
  表 1. 条件ごとの照度比較 光透過度は blank の照度 37376lxを元に算出        表 2.各素材の透過性と断熱性比較 
         
 


